
 

（１）花見時の桜並木 （２）コンニャク作りを楽しむ小学生たち （３）作物見本園のアワ 

（４）学生実習（トマトの栽培管理） （５）多摩農場本館 （６）多摩農場旧本館 
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摩
農
場
は
西
武
新
宿
線
田
無
駅
か
ら
北
へ
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
十
五
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
東
西
約
三
〇
〇

ｍ
、
南
北
約
八
五
〇
ｍ
の
東
京
ド
ー
ム
ほ
ぼ
五
個
分
の
面
積
で

あ
る
。
正
門
は
所
沢
街
道
に
面
し
て
お
り
、
入
る
と
本
館
ま

で
三
〇
〇
ｍ
近
い
一
本
道
が
続
い
て
い
る
。 

　
左
側
に
は
桜
の
大
木
が
枝
を
広
げ
て
連
な
り
、
木
陰
の
芝

生
で
は
毎
日
の
よ
う
に
近
所
の
保
育
園
児
た
ち
が
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
楽
し
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
花
見
の
頃
は
大
混
雑
で
あ

る
（
１
）。
平
日
は
一
般
に
開
放
し
て
お
り
、
幼
児
連
れ
や

写
生
を
す
る
お
年
寄
り
達
の
姿
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
。
一

般
開
放
以
外
の
地
域
住
民
と
の
交
流
と
し
て
は
オ
ー
プ
ン
フ

ァ
ー
ム
の
人
気
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
餅
つ
き
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

迷
路
遊
び
な
ど
を
行
っ
た
が
、
昨
年
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
に
小

学
生
と
保
護
者
が
挑
戦
し
て
、
自
家
製
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
う
ま

さ
を
満
喫
し
た
（
２
）。 

　
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
に
は
作
物
見
本
園
が
あ
る
。
コ
ム

ギ
、
ダ
イ
ズ
、
ア
ワ
（
３
）、
ワ
タ
、
ゴ
マ
、
コ
ウ
ゾ
な
ど
何

で
も
あ
り
、
一
回
り
す
る
と
作
物
の
物
知
り
博
士
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。 

　
し
ば
ら
く
進
む
と
本
館
に
近
い
桜
並
木
の
奥
に
多
目
的
実

験
実
習
圃
場
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
は
農
学
部
学
生
に
対

す
る
実
習
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
学
生
の
自
主
管
理
に
よ
る

作
物
栽
培
や
最
近
で
は
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校
の

総
合
学
習
と
し
て
の
作
物
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。
実
習
は

附
属
農
場
の
三
つ
の
役
割
（
研
究
、
教
育
、
社
会
貢
献
）

の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
、
期
間
の
違
い
は
あ
る
が
三
年
生
の

半
数
以
上
が
作
物
の
栽
培
を
学
習
す
る
。
長
い
実
習
で
は

一
年
間
に
渡
り
、
毎
週
一
日
実
習
を
行
っ
て
種
ま
き
か
ら
収

穫
、
更
に
市
場
に
出
荷
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
作
物
の
一
生
を

つ
ぶ
さ
に
体
験
す
る
（
４
）。 

　
作
物
見
本
園
を
過
ぎ
た
右
側
に
も
広
い
畑
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
一
九
八
〇
年
以
降
三
種
類
の
作
物
を
計
画
的

に
栽
培
し
て
土
壌
の
肥
沃
化
の
過
程
を
追
い
か
け
る
と
い
う

息
の
長
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。 

　
そ
し
て
本
館
に
到
着
（
５
）
。
一
九
八
一
年
に
現
在
の
建

物
に
な
っ
た
が
、
旧
本
館
は
木
造
二
階
建
て
、
床
は
板
張
り

多 
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（７）駒場農学校講堂と植物園（明治 15年頃） （８）獨逸農事圖解 第 14田圃耕作法 （９）学生宿舎冬景色 

（11）水田のイネ刈り風景 （10）研究用ソバ栽培 （12）牛の放牧（昭和 30年頃） （13）ポプラ並木とタワーサイロ 

 

の
風
情
の
あ
る
建
物
で
あ
っ
た
（
６
）。
一
昨
年
、

附
属
農
場
（
東
京
都
西
東
京
市
の
多
摩
農
場
と

神
奈
川
県
二
宮
町
の
二
宮
果
樹
園
）
は
開
設
一
二

五
周
年
を
迎
え
た
。
農
学
部
の
前
進
で
あ
る
農

学
校
が
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
開
設
さ

れ
、
駒
場
野
（
現
在
の
教
養
学
部
の
あ
る
東
京

都
目
黒
区
）
に
学
内
農
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
（
７
）。
そ
の
後
変
遷
を
経
て
、

一
九
二
六
年
（
大
正
八
年
）
に
果
樹
園
が
神
奈
川

県
二
宮
町
へ
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
は

農
場
本
体
が
西
東
京
市
に
移
転
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
本
館
に
は
歴
史
を
忍
ば
せ
る
お
宝
も
多

く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
獨
逸
農
事
圖
解

（
８
）
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
に
開
催
さ

れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で

収
集
し
た
知
識
を
も
と
に
制
作
さ
れ
、
当
時
の
駒

場
農
学
校
に
お
け
る
ド
イ
ツ
式
農
法
の
教
科
書
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
本
館
の
右
を
向
く
と
い
つ
倒
れ
て
も
お
か
し
く

な
い
よ
う
な
木
造
二
階
建
て
の
大
き
な
建
物
が
目

に
入
る
（
９
）。
学
生
の
宿
泊
実
習
用
の
宿
舎
で
、

い
ま
な
お
現
役
で
あ
る
。
危
な
い
の
で
窓
の
手
す

り
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
の
が
宿
泊
実

習
第
一
日
目
早
々
の
最
重
要
注
意
事
項
で
あ
る
。

本
館
左
に
は
フ
ェ
ン
ス
で
囲
わ
れ
た
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
用
の
温
室
と
隔
離
圃
場
が
あ
る
。 

　
本
館
を
ま
わ
る
と
農
機
具
庫
。
こ
こ
も
古
い
。

昭
和
十
年
の
移
転
時
期
に
立
て
ら
れ
た
倉
庫
が
残

っ
て
お
り
、
懐
か
し
さ
と
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
と
学
生
宿
舎

は
昭
和
の
時
代
設
定
の
映
画
ロ
ケ
に
何
度
か
使
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

　
本
館
右
側
の
北
に
向
か
う
メ
ー
ン
道
路
を
進
む

と
メ
ロ
ン
な
ど
を
作
る
温
室
群
が
見
え
、
そ
の
先

の
右
側
は
野
菜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
バ
な
ど
を

栽
培
す
る
畑
（
　
）、
左
側
は
果
樹
園
。
更
に
進

む
と
左
側
に
和
牛
の
畜
舎
と
放
牧
場
が
あ
る
。
ひ
と
昔
前

ま
で
乳
牛
も
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
東
大
牛
乳
は
安
く
て
美
味

し
い
と
評
判
だ
っ
た
（
　
）
。
右
側
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い

る
（
　
）
。
こ
れ
ら
の
圃
場
を
使
っ
て
、
化
学
肥
料
や
農
薬

な
ど
の
補
助
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ま
り
頼
ら
ず
に
持
続
的
に
生

産
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
た
め
の
研
究
や
水
不
足
等
の

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
作
物
の
反
応
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。 

　
畜
舎
や
放
牧
場
の
周
り
は
ポ
プ
ラ
並
木
に
な
っ
て
お
り
（
　
）、

一
般
開
放
の
時
間
帯
に
は
市
民
の
写
生
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
に
寝
転
が
る
と
、
都
会
で
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
空
の
大
き
さ
を
感
じ
な
が
ら
昼
寝
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
。 

　
寝
転
が
っ
て
、
農
場
の
今
後
の
こ
と
を
少
し
思
い
浮
か
べ

て
み
た
。 

　
一
昨
年
、
二
宮
果
樹
園
も
含
め
た
附
属
農
場
が
千
葉
市

花
見
川
区
の
検
見
川
運
動
場
へ
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

し
か
し
、
移
転
の
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
運
動
場
の
大
部

分
が
柏
　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
る
計
画
は
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の

後
畑
や
水
田
の
整
備
が
始
ま
り
、
附
属
農
場
が
完
全
に
移

転
し
て
研
究
や
実
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
五
〜
七
年

先
と
予
想
さ
れ
る
。
検
見
川
へ
の
移
転
に
よ
っ
て
長
い
間
西

東
京
市
と
二
宮
町
に
分
か
れ
て
い
た
附
属
農
場
が
再
び
一
緒

に
な
り
、
他
の
組
織
も
加
わ
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
農
学
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
と
し
て
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
新
農
場
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
べ
き
か
、
侃
々
諤
々
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。 

　
ま
た
、
移
転
後
の
多
摩
農
場
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
も

白
紙
の
状
態
で
あ
る
が
、
市
民
の
貴
重
な
憩
い
の
場
と
し
て

愛
さ
れ
て
お
り
、
東
大
農
場
の
み
ど
り
を
残
す
市
民
の
会
と

い
う
組
織
も
出
来
て
い
る
。
農
場
と
し
て
も
様
々
な
意
見
を

聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
今
の
貴
重
な
み
ど
り
を
維
持
で
き
る

よ
う
な
方
向
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

　
子
供
た
ち
の
帰
宅
を
促
す
夕
焼
け
子
焼
け
の
音
楽
が
聞
こ

え
て
き
た
の
で
、
都
会
の
中
の
一
服
の
清
涼
剤
と
し
て
の
農

場
散
歩
も
こ
の
あ
た
り
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 
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